
2022 年   1 月  14 日  提出 

 

2021 年度 高等学院同窓会学術研究奨励金 

研究成果報告書概要（WEB 公開用） 

 

高 等 学 院 長           

高等学院同窓会理事長 殿 

研究代表者氏名［   密田 創太］ 

 

学年・組・番号［  ３年  A組 ２０番］ 
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研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

 現代における国家や国境のあり方を他の国境地域なども参考にし、どのような問題が生じ得るの

かを考察した。そのために越境対馬 2021というプログラム名で 4泊の対馬及び福岡でのフィールド

ワークを行うと同時に、高麗大学・延世大学・北京大学・開成高校・京都国際高校と合同でのオン

ライン対話を実施した。フィールドワークでは、対馬市役所・対馬観光物産協会や島民方々への聞

き取りなどを通して対馬の現状について学習し理解を深めることを目的とした。オンライン対話で

は、韓国と日本それぞれの立場に立って設定された諸問題に対しての討論を行うことによって日韓

両国の国境への認識の違いや国民感情、文化などにかんし各々が企画した内容に関して理解を深め

ることを目的とした。 

 

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

 対馬での巡検を経て日韓関係の悪化や新型コロナウィルスの世界的な感染拡大の影響で変化し

た社会の形態を目の当たりにした。巡検では主に、市役所や観光関連の方々にお話を伺ったが、そ

の中で特に強調されていたものが「夢のような時間だった」という言葉だ。観光客が激減してしま

った現在において観光客がいることが当たり前になってしまっている社会に対応した空虚な空間が

対馬では広がっており、まさに「夢のあと」のような状態であった。これらの経験をもとに対馬の

将来のあり方について考えさせられると共に、観光業に過度に依存している都市の将来についてそ

のあり方についても対馬の例を参考として研究の余地があると感じた。今後の展望として、「越境対

馬」を継続するにあたって新型コロナウィルスの感染拡大が収束したのちに観光客が再び戻ってく

ることが予想されるが、対馬の社会がそれによってどのように変化するかについて研究していきた

い。 
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